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こ
う
ぎ
ょ
う
さ

は
しミ

ち
そ
く
し
ん
ほ
う

しミ

( 。

明
治
以
後
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
は
大
き
く
変
動

発
展

L
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
基
調
は
工
業
化
と
都

市
化
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の

二
つ
は
互

に
関
連
し
あ
っ
て
、
工
業
は
、
大
量
消
費
市
場
が
形

成
さ
れ
て
、
社
会
資
本
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
都
市

ま
た
は
、
そ
の
周
辺
地
域
に
立
地
し
、
こ
れ
が
都
市

へ
の

人
口
の
集
中
を
促
す
と
い
う
循
環
を
示
し
て
き

中
小

l
v
わ~
。

そ
し
て
急
速
な
都
市
化
の
進
行
は
、
過
疎
開
題
を

生
む
と
同
時
に
都
市
の
過
密
化
を
招
き
、
集
中
の
メ

リ
ッ
ト
は
明
ら
か
に
デ
メ
リ

y
ト
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
都
市
集
中
の
奔
流
を
大
胆
に
転
換
し
、

民
族
の
活
力
と
日
本
経
済
の
た

く
ま
し
い
余
力
を
日

本
列
島
の
全
域
に
向
け
て
展
開
し
よ
う
と
す
る
、
日

本
列
島
改
造
構
想
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
構

想
を
実
現
す
る
た
め
の
柱
の
一
つ
と
な
る
も
の
に
、

工
業
再
配
置
対
策
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
処
す

る
た
め
に
作
ら
れ
た
工
業
再
配
置
促
進
法

(昭
和

U

年
叩
月
お
日
施
行
)
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

工
業
再
配
置
の
ね
ら
い

全
国
鉄
道
新
幹
線
と
高
速
自
動
車
道
の
建
設
、
情

報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
と
と
も
に
、
工

業
再
配
置
が
日
本
列
島
改
造
の
大
き
な
柱
と
し
て
と

り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
ま

す
。

①
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
は
、
面
積
で
は
全
国
の

2
割

人
口
で
は

5
割
で
あ
る
が
、
工
業
生
産
は

7
割
を
超

え
て
い
る
。

②

こ
の
よ
う
な
生
産
の
集
中
は
、
都
市
の
過
密
化
を

も
た
ら
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
東

京
・
大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お

い
て
は
工
業
用
地
・
工
業
用
水
な
ど
に
不
足
を
生
じ

経
済
の
成
長
自
体
が
困
難
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

③
他
方
、
大
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
以
外
の
広
大
な
地
域

に
お
い
て
は
、
過
疎
開
題
に
悩
ん
で
い
る
ほ
か
、
土

地
・
水
な
ど
の
資
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

④
わ
が
国
の
経
済
は
、
今
後
と
も
、
そ
の
潜
在
的
な

活
力
を
生
か
し
、
持
続
的
な
発
展
を
と
げ
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
、
工
業
用
地
・
工
業
用
水
・

労
働
力
な
ど
の
点
か
ら
み
た
各
地
域
の
開
発
可
能
性

に
応
じ
て
工
業
が
発
展
す
る
よ
う
、
工
業
の
再
配
置

を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

工
業
再
配
置
促
進
法
の
概
要

工
業
再
配
置
促
進
対
策
は
、
全
同
土
に
わ
た

っ
て

均
衡
の
と
れ
た
工
業
の
配
置
を
ね
ら
う
も
の
で
す
。

端
的
に
言
え
ば
、
川
市
は
に
工
業
が
集
積
し
て
い
る
地

域
か
ら
工
業
の
集
積
の
山
何
度

の
低
い
地
帯

へ
の
工
場

の
移
転
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
帯
に
お
け

る
新
た
な
工
場
立
地
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も

の
で

す
。

川
工
業
再
配
置
計
画
の
策
定
・
公
表

通
商
産
業
大
臣
は
、
政
策
運
営
の
法
本
方
針
と
す

る
と
と
も
に
、
企
業
に
付
す
る
指
針
を
従
供
す
る
た

め
、
工
業
の
適
正
な
配
置
目
標
、
過
密
地
域
か
ら
の

移
転
に
関
す
る
事
項
、
環
境
の
保
全

・
雇
用
の
安
定
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移
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誘

誘

i
誘

川

北

町

副

…

に
関
す
る
基
本
γ
i
丸
、
関
連
公
共
施
設
の
整
備
に
関

す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
工
業
再
配
置
計
画
を
定

め
、
公
表
し
ま
す
。

ω移
転
促
進
地
域
と
誘
導
地
域
の
指
定

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
う
ち
、
工
業
の

集
積
の
程
度
が
著
し
く
高
く
、
か
つ
、
そ
の
地
域
の

整
備
発
展
の
た
め
に
は
、
工
場
の
移
転
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
移
転
促
進
地
域

と
し
、
工
業
の
集
積
の
程
度
が
低
く
工
業
を
誘
導
す

べ
き
地
域
を
、
誘
導
地
域
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
、

法
律
に
よ
る
各
種
の
助
成
措
置
な
ど
は
、
こ

の
地
域

区
分
に
よ
り
適
用
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
移
転
促
進
地
域
は
、
首
都
圏

・
中
部
圃
・
近
畿
圏

の
中
心
地
域

②
誘
導
地
域
は
、
富
山
県
を
は
じ
め
、
北
海
道
・
東

北
・
北
陸
・
山
陰
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄
の
幻
道
県

お
よ
び
そ
れ
に
連
接
す
る
市
町
村
で
工
業
集
積
痩
・

人
口
増
加
率
等
の
低
い
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
移
転
促
進
地
域
と
誘
導
地
域
い
ず
れ

に
も
対
象
と
な
ら
な
い

地
域
が
あ
り
、
こ
れ
を

「白

地
地
域
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
移
転
促
進
地
域

の

周
辺
地
域
お
よ
び
誘
導
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
県

地
域

の
う
ち
、
か
な
り
工
業
集
積
度
の
高
い
札
幌

・

室
蘭

・
仙
台

・
新
居
浜
・
北
九
州

・
福
岡

・
長
崎
及

び
大
分
の

8
市
が
こ
の
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ω工
場
移
転
の
促
進
措
置

移
転
促
進
地
域
か
ら
誘
導
地
域

へ
と
、
工
場
の
移

転
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

①
移
転
企
業
及
び
受
入
れ
市
町
村
に
対
し
、
環
境
保

全
施
設
ま
た
は
、福
祉
捧
誌
の
整
備
の
経
費
に
あ
て
る

た
め
、
立
地
工
場
床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

そ
れ
ぞ
れ
五
、

0
0
0円
の
工
業
再
配
置
促
進
補
助

金
の
交
付
。

②
移
転
前
工
場
の
加
速
償
却

③
移
転
工
場
に
つ
い
て
三
年
間
の

免④
移
転
前
工
場
の
跡
地
が
売
却
で
き
る
ま
で
の
聞
の

継
ぎ
資
金
長
期
低
利
融
資
と
、
売
れ
な
か
っ
た
場
合

の
跡
地
の
買
取
り
等

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、

製
造
事
業
者
は
、
工
場
移
転
計
画
を
通
商
産
業
大
臣

と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
管
大
臣
に
提
出
し
て
、
そ
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
産
税
の
減

ω誘
導
地
域
に
お
け
る
工
場
誘
導
策

誘
導
地
域
に
お
け
る
工
場
の
新
増
設
を
促
進
す
る

た
め

ωの
移
転
促
進
措
置
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
ま
す
。

①

一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
工
場
の
新
増
設
が
さ
れ

た
場
合
、
地
元
市
町
村
に
環
境
保
全
施
設
ま
た
は
福

祉
施
設
の
整
備
に
あ
て
る
た
め
、
工
場
床
面
積
一
平

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
玉
、

0
0
0円
の
工
業
再
配
置

促
進
補
助
金
の
交
付

②
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
工
業
団
地
造
成
事
業
に

対
し
、
所
要
資
金
に
つ
い
て
利
子
補
給
金
の
交
付

③

工
業
再
配
置
・
産
炭
地
振
興
公
団
に
よ
る
中
核
的

工
業
団
地
の
造
成
等

工
業
再
配
置
と
富
山
県

工
業
再
配
置
促
進
法
で
は
、
富
山
県
全
域
を
誘
導

地
域
と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
日
本
列
'
砧
改
造
計
画

に
よ
る
工
業
の
再
配
置
に
つ
い
て
は
、
受
入
れ
側
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
こ
れ
を
機
に
、
工
業
の
調
和
あ
る
発
展

を
図
る
た
め
、
工
業
再
配
置
対
策
の
受
入
れ
に
当
た

っ
て
は
次
の
基
本
方
針
で
臨
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ω適
正
業
種
の
選
別
導
入

工
業
再
配
置
に
よ
る
企
業
の
受
入
れ
に
当
た

っ
て

は
、
無
目
的
に
誘
致
を
図
る
の
で
は
な
く
、
①
公
害

な
ど
環
境
破
壊
の
お
そ
れ
の
な
い
業
時
、
②
地
-
花
産

業
の
発
展
に
プ
ラ
ス
と
な
る
業
種
、
③
成
長
性
の
高

い
業
種
、
を
選
別
し
て
、
特
に
機
械
系
工
業

・
住
宅

工
業
に
重
点
を
置
い
て
積
極
的
な
誘
致
を
図
り
、
本

県
工
業
構
造
の
高
度
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ω工
業
立
地
の
適
正
化
の
推
進

川
で
述
べ
た
業
種
の
工
業
を
導
入
す
る
と
し
て
も
、

県
下
の
ど
の
地
域
に
立
地
し

で
も
よ
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
本
県
に
は
多
年
の
蓄
積
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

た
優
良
な
農
地
が
あ
り
、
こ
れ
を
生
か
し
食
糧
基
地

と
し
て
立
県
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
も
必
要
で
す
。

限
ら
れ
た
県
土
に
お
い
て
、
工
業
と
農
業
な
ど
他
産

業
と
の
調
和
あ
る
発
展
を
図
る
に
は
、
県
土
の
総
合

的
な
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
上
に
立

っ
て

工
業
の
適
正
な
配
置
を
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
現
在
、
県
土
の
土
地

利
用
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
ら
と
十
分
関
連
を
も

っ
て
、
富
山

・
高
岡

に
あ
る
県
内
既
存
工
業
の
再
配
置
を
も
含
め
た
、
工

場
立
地
の
適
正
化
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
工
場
立
地
の
適
正
化
を
阿
る

た
め
に
は
、
計
副
的
に
工
業
団
地
を
用
意
し
て
お
く

必
要
む
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ω緑
に
つ
つ
ま
れ
た
工
場
の
建
設

ω及
び

ωで
述
べ
た
考
え
方
の
ほ
か
に
さ
ら
に
、

現
十
代
国
で
も
法
律
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
新

し
く
建
設
さ
れ
る
工
場
の
緑
化
な
ど
を
指
呼
し
、
環

境
良
好
な
工
場
の
建
設
を
推
進
し
ま
す
。

以
上

の
ほ
か
、
い
け
川
速
一
前
一
路
、
新
幹
線
、
勤
労
有
住

宅
、
公
開
等
の
産
業
法
権
、
生
活
関
連
施
ぷ

の
明
仙

を
進
め
、
本
県
工
業
が
工
業
再
配
別
に
よ

っ
て
、
環

境
や
他
産
業
と
調
和
の
と
れ
た
形
で
さ
ら
に

党
以
し
、

県
民
生
活
の
向
上
が
も
た
・
り
さ
れ
る
こ
と
を
則
作
し

て
い
ま
す
。

5 



6 

ま
ち

景
と

-圃園圃・圃.

、ーーー

ひ;
土日
勿)

を
• 
• 
• 

最
近
の
著
し
い
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
都
市
内
の
緑
と
空
地
は
急
速
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
排
気

ガ
ス
や
騒
音
な
ど
、
交
通
公
害
の
発
生
、
子
供
の
遊
び
場
や
、
市
民
の
い
ニ
い
の
場
な
ど
が
減
少
す
る
な
ど
、

都
市
環
境
は
次
第
に
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。

-
都
市
公
園
の
お
も
な
じ
割

都
市
公
園
は
、
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
に
よ
り
果
た
す
役
割
は
、
非

常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

1
、
児
童
の
遊
び
場
、
青
少
年
の
運
動
場
と
な
り
、
交
通
事
故
の
防
止
に
も
役
立
つ
。

2
、
緑
に
か
こ
ま
れ
た
公
園
施
設
は
、
市
民
の
教
養
と
情
操
を
高
め
る
。

3
、
八
ム
園
の
緑
は
、
緊
張
を
や
わ
ら
げ
、
い
こ
い
の
場
と
な
り
、
都
市
美
を
つ
く
る
。

4
、
都
市
の
中
の
公
園
は
、
防
風
、
防
音
、
防
塵
に
役
立
ち
、
火
災
、
地
震
な
ど
の
災
害
の
避
難
場
所
と
し
て
、

ま
た
火
災
防
止
の
役
割
を
果
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
都
市
公
園
は
人
間
性
の
回
復
と
、
豊
か
な
都
市
環
境
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
、
主
導
的

役
割
を
果
た
す
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
も
い
え
ま
す
。

-
都
市
公
園
な
ど
の
整
備
目
標
と
現
状

固
と
地
方
公
共
団
体
は
、
明
る
い
太
陽
と
緑
と
ゆ
た
か
な
都
市
環
境
を
つ
く
り
、
住
民
の
心
身
の
健
康
保
持

増
進
の
た
め
、
都
市
公
園
な
ど
の
整
備
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

国
は
、
都
市
公
園
を
充
実
す
る
た
め
、
新
た
に
昭
和

U
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
都
市
公
園
整
備
五
カ
年
計

画
(
総
額
九
、

0
0
0億
円
)
を
策
定
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
度
末
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
内
人
口
、

一
人
当
り
の
都
市
公
園
面
積
約
二
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
昭
和
五
十

一
年
度
末
ま
で
に
約
四
・

二
平
方
メ
ー

ト
ル
と
す
る
よ
う
、
今
後
五
カ
年
間
に
約
一
万
六
、
五

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
園
の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和
六
十
年
を
目
標
と
し
た
長
期
構
想
で
は
、

一
人
当
り
九
・0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
き
は
、
欧
米
の
水
準
の
約
半
分
に
当
リ
ま
す
。

本
県
の
昭
和
四
十
六
年
度
末
現
在
、
開
設
済
公
園
の
総
面
積
は
、

一
七
二

・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市
民

一
人

当
り
、
一

・
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル
と
全
国
平
均
を
下
回

っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十

一
年
度
末
ま
で
に
、

二
六

二

・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
、
一
人
当
り
四

・
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

-
本
県
の
公
園
種
類
ご
と
の
整
備
目
標

ー
、
児
童
公
園
、
近
隣
公
園
、

地
区
公
固
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
密
着
し
た
住
区
基
幹
公
園
を
約
七
九

・
九
へ

ク
タ
ー
ル
整
備
し
ま
す。

7 



2
、

総

合

公

園

、

運

動

公

固

な

ど

既

成

市

街

地

に

設

け

る

こ

と

の

困

難

な

も

の

で

、

住

民

の

心

身

の

健

康

の

保

持

増

進

上

と

く

に

必

要

な

都

市

基

幹

公

園

を

約

五

六

・

九

ヘ

ク

タ

ー

ル

整

備

し

ま

す

。

3
、

八

ム

害

対

策

の

う

え

か

ら

工

業

地

帯

の

周

辺

に

緩

衝

緑

地

と

し

て

グ

リ

ー

ン

ベ

ル

ト

を

約

一

六

ヘ

ク

タ

ー
ル

計

画

し

て

い

ま

す

。

4
、

自

然

環

境

の

保

全

な

ど

緑

を

享

受

す

る

た

め

の
風

致

公

園

な

ど

の
特
殊
公
園
を
約
一
一

・

六

ヘ

ク

タ

ー

ル

を

整

備

し

ま

す

。

5
、

行

政

的

な

わ

く

を

こ

え

た

、

全

県

単

位

の

大

規

模

な

広

域

公

園

(
県

民

公

園

)

を

約

一

O
O
ヘ
ク

タ
ー
ル

整

備

し

ま

す

。

-
広
域
公
園
(
県
民
公
園
)
の
あ
ら
ま
し

h
吋
d

'門口

自

然

環

境

の

保

護

と

あ

い

ま

っ

て

、

県

民

全

体

の

レ

ク

リ

ェ

ー

シ

ョ

ン

利

用

と

青

少

年

健

全

育

成

を

は

か

る

。

2
位

置

及

び

面

積

射

水

郡

小

杉

町

太

閤

山

の

南

側

丘

陵

地

に

あ

り

、

北

陸

自

動

車

道

を

挟

む

東

西

三

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

南

北

二

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

の

区

域

で

、

全

体

面

積

約

二

、
0
0
0
ヘ

ク

タ

ー

ル

(

前

期

造

成

一
、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

3
土

地

利

用

及

ぴ

施

設

内

容

目前
期
に
造
成
す
る
一
、

0
0
0
ヘ

ク

タ

ー

ル

を

六

つ

の

ゾ

l
ン
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
地
形

お

よ

び

植

生

状

態

に

応

じ

、

利

用

を

考

』
慮
し
た
施
設
地

区

を

配

置

す

る

。

こ

の

ほ

か

、

都

市

緑

化

促

進

方

法

の

一

つ

と

し

て

街

路

樹

が

あ

り

ま

す

。

現

在

県

内

の

道

路

に

は

、

約

八

、

九

O
O本
の

街

路

樹

が

植

え

ら

れ

て

い
ま
す
が
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
、

一
、
五

O
O本
を

植

栽

す

る

た

め

市

町

村

に

対

し

て

助

成

し

て

い

ま

す

。

-
む
す
び

今

後

、

都

市

公

固

な

ど

の

整

備

を

は

か

る

た

め

、

最

も

困

難

な

の

は

、

用

地

を

確

保

を

す

る

こ

と

で

、

用

地

買

収

は

も

ち

ろ

ん

、

土

地

区

画

整

理

事

業

な

ど

に

よ

り

整

備

す

る

ほ

か

、

公

有

地

の

活

用

を

積

極

的

に

図

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。

と

く

に

都

市

河

川

の

河

原

を

積

極

的

に

利

用

し

て

い

く

こ

と

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

ま

た

、

都

市

公

園

等

の

整

備

を

進

め

て

い

く

た

め

に

3
今

後

と

も

住

民

の

み

な

さ

ん

の

力

を

か

し

て

い

た

だ

く

こ

と

が

先

決

で

あ

る

こ

と

は

述

べ

る

ま

で

も

あ

り

ま

に

ん
。

す
ま
い
を
美
し
く

大
掃
除
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

た
た
み
や
廊
下
は
、

い
ろ
ん
な
汚
れ
で
き
た
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
台
所
、
と
く
に
調
理
場
は
飛
び
散

っ
た
油
が
重
な
り
あ
っ
て
、
落
ち
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
進
出
が
激
し

い
建
材
、
建
具
、
家
具
、
浴
槽
な
ど
の
汚
れ
も
目
立

ち
ま
す
。

そ
ニ
で
こ
の
よ
う
な
汚
れ
に
効
果
的
な
洗
剤
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

住
居
用
洗
剤
の
種
類
と
特
徴

住
居
用
洗
剤
は
、
ふ
き
掃
除
用
の
ひ
ろ
い
用
途
に

使
え
る
タ
イ
プ
と
汚
れ
の
種
類
や
箇
所
に
適
す
る
よ

う
に
作
ら
れ
た
専
用
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

-
住
居
用
合
成
洗
剤

住
い
の
中
の
ど
の
汚
れ
に
も

一
応
効
果
が
あ
り
ま

8 

計画の概略

[ ) ゾーン別 主要な施設 : 

;管理運営ゾーン メインゲート、管理事務所 レストハウス、駐車場、広場

:子供の国ゾーン 交通公園、交通公園センタ一、子供の遊び場、ゴ カート 、フ ル ;

水 辺ゾーン ボート j也、釣り j也 : 

; スポーツゾーン イ本育官官、 トラックおよびフィールド、テニス コート 、野E求場、 サッ : 

力一兼ラクピ一場、自由広場 : 

;動植物ゾーン フラワーセンタ一、動物村 : 

自 然ゾーン ネイチャートレ イル

:そ の 他 幹線園路、普通園路、サイクリング併用園路、上下水道電気力Pス施 j
B又 ・

す
。
し
か

1
6ど
い
汚
れ
に
は
役
に
立
た
な
い
こ
よ
る
汚
れ
、
油
な
ど

の
汚
れ
な
可

ザ

ス
に
つ
く
汚

と
が
多
い

J
で
す
。
一

般
掃
除
用
と
し
て

一
種
類
れ
の
種
類
も
違
う
の
で
、
ひ
と
つ
d
汗
ば
ど
の
汚
れ

は
買
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
も
落
ち
る
と
い
う
場
合
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

標
準
濃
度
で
と
れ
な
い
汚
れ
に
つ
い
て
は
、
濃
度
、
水
溶
性
の
汚
れ
や
固
形
の
汚
れ

(
土
砂
な
ど
)
は
、

温
度
、
作
用
さ
せ
る
時
間
を
変
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
合
成
洗
剤
や
研
磨
剤
入
り
の
も
の
で
き
れ
い
に
な
り

濃
度
を
濃
く
す
る
限
度
は
原
液

σ
視

さ

ま

で

と

し

、

ま

す
。
油
脂
分
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
排
気
や
煙
に
よ

熱
湯
を
使
う
。
汚
れ
に
洗
剤
液
を
塗
布
し
て
お
い
て
る
汚
れ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
合
成
洗
剤
に
み
が
き
粉

み
る
。
そ
れ
で
も
と
れ
な
い
も
の
は
合
成
洗
剤
で
は
と
ア
ン
モ
ニ
ア
を
ま
ぜ
た
も
の
の
方
が
よ
く
汚
れ
を

無

理

で

す

。

落

し

ま

す

。

住
居
用
合
成
洗
剤
を
と
い
た
液
に
、
ア
ン
モ
ニ
ア
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
七

0
1
七
玉
川
れ
の
濃
さ

(
薬
局
に
売
っ
て
い
る
)
を
少
し
に
お
い
が
す
る
程
で
使
う
の
が
適
当
で
す
。
市
販
の
九

o
rエ
チ
ル
ア

度

(一

1
三
%
)
に
入
れ
る
と
、
油
気
を
含
ん
だ
汚
ル
コ
ー
ル

3
に
対
し
水

1
の
割
合
に
し
て
く
だ
さ
い
。

れ
が
よ
く
落
ち
ま
す
。
し
つ
こ
く
こ
び
り
つ
い
た
汚
消
毒
ア
ル
コ
ー
ル
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
使

っ
て
く

れ
は
、
こ
の
液
を
塗
っ
て

一
O
分
く
ら
い
時
間
を
お
だ
さ
い
。

い
て
か
ら
ふ
く
よ
う
に
し
ま
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
が
汚
ま
た
、
マ
ジ
ッ
ク
や
ク
レ
ヨ
ン
の
汚
れ
は
、
マ
ニ

れ
を
浮
き
上
が
ら
せ
、
力
を
入
れ
な
く
て
も
汚
れ
が
キ
ュ
ア
の
除
光
液
で
も
と
れ
ま
す
。

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ガ
ラ
ス
拭
き
、
台
所
の

油
汚
れ
、
床
拭
き
な
ど
に
有
効
で
す
。

エ
ア
ゾ
|
ル
式
の
も
の
は
、
直
接
吹
き
つ
け
て
も
・

塗
装
面
を
い
た
め
な
い
よ
う
な
濃
度
、
成
分
に
配
合

さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格
は
液
状
の
も

の
よ
り
割
高
に

な
り
ま
す
が
、
壁
面
な
ど
に
吹
き
つ
け
て
も
、
た
れ

て
こ
な
い
利
点
が
あ
り
ま
す
。

-
ア
ル
カ
リ
剤

油
よ
ご
れ
が
ひ
ど
く
こ
び
り
つ
い
た
ガ
ス
台
、
オ

ー
ブ
ン
の
内
側
の
掃
除
に
適
し
て
い
ま
す
。

化
学
床
材
、
塗
装
面
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
汚

れ
と
り
に
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
注
意
書

を
よ
く
読
ん
で
使
っ
て
く
だ
き
い
。
ま
た
、
手
を
い

た
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
使

用
し
た
方
が
よ
く
、
衣
服
な
ど
に
も
っ
け
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-
ガ
ラ
ス
み
が
き
剤

成
分
の
配
合
が
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
目
的
に
応
じ

て
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
土
砂
の
汚
れ
、
排
気
な
ど
に

-
酸
性
洗
剤

便
所
の
掃
除
に
使
う
も

の
で
す
。

塩
酸
な
ど
劇
薬

を
そ
の
ま
ま
取
り
扱
う
よ
う
な
危
険
が
な
い
の
が
利

点
で
す
。

酸
と
し
て
は
、
塩
酸
、
硫
酸
、
ほ
う
酸
な
ど
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
混
合
割
合
に
よ

っ
て
性

能
面
、
危
険
の
度
合
が
異
な
る

の
'
で
家
庭
用
品
品
質

表
示
法
に
も
と
づ
く
表
示
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し

ょ、
7
。
汚
れ
や
部
分
に
あ
わ
せ
た
、
専
用
タ
イ
プ
の
洗
剤

が
い
ろ
い
ろ
出
回

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を

全
部
そ
ろ
え
て
使
い
分
け
る
の
で
は
大
変
で
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
配
合
し
た
り
、
ク

レ
ン
ザ
ー
に
少
々
の
漂
白
剤
を
ま
ぜ
て
タ
イ
ル
を
み

が
く
な
ど
、
汚
れ
の
性
質
に
あ
わ
せ
て
ひ
と
工
夫
す

れ
ば
、
た
い
て
い
の
汚
れ
は
と
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
汚
れ
が
こ
び
り
つ
い
て
と
れ
な
く
な
る

前
に
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
掃
除
す
る
こ
と
が

一
番
大
切

で
す
。

l
 i
，、

，‘‘
 
.. ，et
 

家庭用品品質表示法による表示

品 名 トイレ ソ ト用洗浄剤
成 分塩崎 3% 硫円安 3%
種 類殿何.

用 途トイレ ッ ト用

正味量 500g 

標準使用量 1回の使用に対して20g 
使用上の注意 ・幼児の手が届かない正こ

ろに世いてください。

・用途外には使用しない で
く fごさ L、。

・次亜塩素酸ソーダーまた
はサラ シ粉等塩素系出1'1

剤とはf弁用しないで くだ
さし、。

・ し尿浄化そうに用いる土必

合には、原液を直接に流

さないように注意してく
fごさ L、。

0000側
白山市新総幽輸 4ー 18
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足
で
あ
る
く
み
ち

城
端
町
の
善
徳
寺

の
門
前
に

ら
四

O
O
年
は
ど
前
で
あ
る
。

当
時

の
資
料
に
よ
る
と
、
城
端

の
市
は
唐
人
白

茶
、
塩
な
ど

の
雑
貨

)
に
わ
か
れ
、
さ

ら
に
内
向

露
宿

)
の

別
が
あ

っ
た
。

庶
民
が
往
来
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
町

が
成
長
し

て

い
っ

た
の
で
あ
る
。

に
ぎ
わ

っ
た
こ

の
道
も
、
今
は
静
か
な
た
だ
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

本
来
こ

ん
な
姿
な

の
か

も
知
れ
な
い

。

毎
月
六
回
「

ム
ハ
丈
一
刷

十
巾

」

が
聞
か
れ
て

い
た
の
は
、

い
ま
か

(呉
服
、
太
物

)
四
十
物
円

(布
、
米
、

(府
舗

の
中

)
角
円

(軒
先

)
何
不
打

(

十
巾
に

告
心
ぐ
人
々
で

人
の
た
め

の
首
一は、



答えて
市街化区地域内の取引制限

について

ーや質問に、回

- 12 

ことしの12月1日から、市街化区域内の土地の取引が制限されたそうで

すが、法律の内容や手続について脱明してください。

現在、地価の上昇などがわざわいして、公共的な施設を計画的に整備す

るための土地の取得が思うようにすすまなし、傾向にあります。

そこで公共的な目的に必要な土地を、計画的にしかも先行的に取得でき

る法律ができました。

この法律は、 「公有地の拡大の推進に関する法律」といって県や市町村

などが公共の目的のために必要な土地を取得して早〈事業をすすめるため

の一つの制度です。

みなきんが土地の売買などを行なおうとするとき、そのことを特定の公

的機関(県知事など)に届け出て、公的な機関がその土地を道路、公園など

に必要と認めれば、土地を優先的に譲りうけることのできる制度といえま

す。

このような制度は、西ドイツやフランスで活用されており、わが国でも

すで‘に文化財保護法や都市計画法に例があります。

しかし、制度やしくみは、それぞれ違います。この「公有地の拡大の推

進に関する法律」による先買い制度は、土地の譲渡の届け出、土地の買い

取りのための協議などを内容としています。そして都市計画法により定め

られている市街化区域内にしか適用きれません。

あなたが市街化区域内の次のような土地を譲渡しようとするとき、原則

として契約を結ぶ前にそのことを県知事に届け出る必要があります。

届出の受付は、各市町村役場で行ないます。

① 都市計画で決められた道路、公園、学校などの施設の予定区域内の土地

② 道路、河川、飛行場、新幹線などの予定区域内としてそれぞれの法律

で定められている土地。また史跡、名勝、天然記念物の区域内の土地

新しく市街地の造成を目的として、知事が指定し、公告した土地区画

整理事業の施行区域や新産都市基盤整備事業の地行区域内の土地

④ 面積が 2，000平方日以上の土地。

となっています。

あなたが届け出や申し出をした土地を、県や市町村、土地開発公社など

が道路、公園、学校、住宅用地とい った公共的な目的のために必要だと考

えれば、県知事は誰が何のためにその土地を買い取りたいかをあなたに通

知して、土地を買い取る協議をさせていただくことになります。

もちろん、この土地の買い取り制度は強制的なものではありませんが、

届け出や申し出された土地についての買い取りの協議を、正当な理由なくし

てこばんではいけないことになっています。土地の買い取りにあたっては、

正当な補償を支払うことになるのはいうまでもありません。また、このよ

うにして土地を売買した場合は、民聞の人との間で土地を売買する場合に

くらべて、譲渡所得税など、税金の軽減措置がはかられています。

そしてあなたと話し合いが進み、土地を売っていただいたとき、その土

地は将来公共的な目的に利用され、さらには、あなたの街の発展に役立つ

ことになるのです。

届け出や申出の手続は、県知事あての「土地有償譲渡届出書」または

「土地買取希望申出書」を、その土地が所在する市町村役場に提出 してく だ

さし、。

③ 

戸f

え
ん
ま

あ
る
年
の
こ
と
、
閤
魔
大
王
が
す

っ
か
り
弱
り
き

っ
て
、
頭
を
か
か
え
て
困
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
い
い
ま
す
の
は
、
こ
こ
数
年
来
ど
う
し
た

こ
と
か
、
亡
者
が
さ
っ
ぱ
り
来
な
く
な

っ
た
か
ら
でゆで

す
。
太
古
以
来
あ
れ
だ
け
繁
昌
し
て
き
た
地
獄
の
茄

が
ま釜
も
三
分
の

二
以
上
は
操
短
し
て
お
り
、
血
の
池
の

赤
い
ネ
オ
ン
も
消
え
た
ま
ま
と
い
う
き
び
し
き
で
す
。

鬼
ど
も
も
給
料
の
遅
配
や
欠
配
の
た
め
に
、
針
の

ず
、

つ

川

u
nv

山
の
鉄
針
を
引
き
抜
い
て
、
イ
モ
畑
に
し
て
細
々
と

暮
し
て
い
る
始
末
で
す
。

さ
す
が
の
大
王
も
と
う
と
う
自
信
が
な
く
な
り
、

赤
鬼
、
青
鬼
、
牛
頭
、
馬
頭
な
ど
の
頭
目
を
集
め
て

相
談
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

会
議
の
席
上
、
大
王
は

「
み
ん
な
も
心
配
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
ワ
シ
も

遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
地
獄
の
最
高
責
任
者

と
し
て
、
夜
も
お
ち
お
ち
眠
ら
ず
に
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
ど
う
考
え
て
も
、
調
べ
て
も
、
こ
の
不
景

気
の
原
因
が
地
獄
に
は
見
あ
た
ら
ぬ
の
じ
ゃ
。
そ
れ

で
、
ワ
シ
は
き
っ
と
裟
婆
の
ほ
う
に
何
か
あ
っ
た
の

だ
と
思
う
が
:
:
・
:
:
は
て
、
な
ん
だ
ろ
う
。
何
が
原

因
か
思
い
あ
た
る
者
が
い
な
い
か
」
と
た
ず
ね
ま
し

た
。
す
る
と
、
数
千
万
年
と
い
う
な
が
い
問
、
亡
者

の
舌
抜
き
役
を
勤
め
て
き
た
青
鬼
が
進
み
で
て

「
役
目
が
ら
引
き
抜
い
た
舌
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。
な
ん
で
も
信
州
と
い
う
国
に
善
光
寺

れし
ゅ
ぷ
司

と
い
う
寺
が
あ
り
ま
し
て
、
極
楽
行
の
大
珠
数
が
あ

る
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
お
し
頂
く
と
、

一

切
の
罪
業
が
た
ち
ま
ち
消
え
て
、
そ
の
ま
ま
ス

l
ッ

と
極
楽
へ
行
け
る
と
い
う
こ
と
で
・
:
:
:
:
き
っ
と
裟

婆
の
悪
人
ど
も
が
、
次
々

に
そ
れ
を
お
し
頂
い
て
、

私
ど
も
の
営
業
を
妨
害
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
L

と
、
申
し
あ
げ
た
の
で
、
大
王
は
き

っ
そ
く

「
よ
し
、
誰
か
、
そ
の
珠
数
を
盗
ん
で
く
る
奴
は

い
な
い
か
」
と
探
し
ま
す
と
、
針
の
山
で
鬼
が
植
え

l
v
b
且・1
4勺
ゆ

?

!

lu
ゅ
て
'
ん

た
イ
モ
を
盗
ん
で
は
焼
酎
に
し
て
飲
ん
で
い
る
酒
呑

h
f
A
 

童
子
、
鼠
の
姿
に
き
れ
て
走
り
廻

っ
て
い
る
鼠
小
僧

次
郎
吉
が
み
つ
か
り
、
次
い
で
釜
の
中
で
鼻
唄
を
う

た
っ
て
い
た
石
川
五
右
衛
門
が
推
選
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
京
都
の
南
禅
寺
の
山
門
に
住
ん
だ

経
験
が
あ
る
五
右
衛
門
が
、
お
寺
の
内
情
に
一
番
く

わ
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
珠
数
盗
み
の
大
役

は
石
川
五
右
衛
門
と
き
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
は
、
さ
す
が
に
五
右
衛
門
、
難
な
く
善
光
寺

楽
へ
行

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

き
て
も
、
き
て
き
て
、
と
こ
ろ
が
で
す
。

こ
の
有

難
い
珠
数
が
早
月
加
積
の
笠
木
村

(滑
川
市
)
に
も

あ
る
と
い
う
か
ら
世
の
中
は
お
も
し
ろ
い
。

こ
の
珠
数
は
東
本
願
寺
現
知
上
人
が
、
は
る
ば
る

印
度
の
聖
蹟
を
お
廻
り
に
な

っ
た
と
き
、
お
持
ち
に

な
っ
た
小
粒
の
珠
数
で
、
極
楽
行
は
も
ち
ろ
ん
、
お

し
頂
け
ば
息
災
長
寿
間
違
い
な
し
と
い
う
逸
品
で
あ

ヲ令
。

ふ
し
ぎ
な
珠
数

へ
忍
び
こ
む
と
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
珠
数
を
盗
み
だ

し
ま
し
た
。

で
す
か
ら
今
は
珠
数
は
な
く
、
か
わ
り

に
錠
前
に
さ
わ
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
五
右
衛
門
、
喜
び
の
あ
ま
り
善
光
寺

の
楼
門
に
か
け
の
ぼ
り
、
片
足
か
け
て

し
な
の

「
絶
景
か
ー
な
ァ
。
信
濃
は
森
の
う
す
緑
、
本
望

成
就
、
ア
|
ラ
、
あ
り
が
た
ャ
ー
な
ァ

l
」
と
、
大

見
え
を
き

っ
て
、
う
っ
か

り
珠
数
を
お
し
頂
き
ま
し

た
か
ら
、
た
ち
ま
ち
罪
業
消
滅
し
て
、
ス
ウ

ッ
と
極

明
治
八
年
十
月
四
日
、
笠
木
村
に
現
如
上
人
が
立

ち
寄
ら
れ
、
た
ま
た
ま
、

石
倉
与
三
平
の
母
、
春
女

が
九
十
二
オ

の
高
齢
で
健
康
だ
と
聞
か
れ
、
特
別
に

面
会
し
て
親
し
く
手
を
と
っ
て
渡
さ
れ
た
珠
数
で
あ

る
。
以
上
の
お
話
は
高
橋
政
二
先
生
の
「
滑
川

の
郷

土
史
」
に
あ
る
も
の
だ
が
、
大
そ
う
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
で
、
紙
面
に
合
う
よ
う
私
な
り
に
多
少
手
を
加

え
て
み
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(精
神
開
発
研
究
委
員

成
瀬
昌
一不
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ボ
ス

ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
け
が
は
ど
ん
な
時
に
起
き
や
す
く
:
:
:
ど
う
し
た

ら
防
げ
る
か
」

わ
が
国
の
ス
キ

l
人
口
は
、
五
百
万
と
も

一
千
万

と
も
い
わ
れ
、
実
に
急
激
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ス

キ
ー

に
出
か
け
る
人
の
約

一
・
O
i
一
・
五
軒
の
人
が
け

が
を
し
て
帰
り
、
そ
の
う
ち
約
七

o
rは
初
心
者
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
負
傷
の
内
容
は
、

捻
挫
と
骨
折
が
最
も
多
く
、
切
挫
創
が
こ
れ
に
次
い

で
い
ま
す
。
最
近
は
初
心
者
で
も
鋭
い
エ
ッ
ジ
の
つ

い
た
ス
キ
ー
や
、
長
い
ス
キ
ー
を
乱
用
す
る
傾
向
か

ら
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
近
、
県
内
で
も
自
分
の
ス
キ
ー
の
エ
ッ
ジ
で
頚
動

脈
を
切
断
し
死
亡
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

捻
挫
の
大
半
は
、
足
関
節
と
膝
関
節
で
占
め
ら
れ
、

骨
折
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
で
下
版
に
集
中
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
靴
の
浅
い
深
い
に
よ
っ
て

そ
の
傾
向
が
で
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
何
と
い
っ
て

も
、
転
ん
で
靴
が
ス
キ
ー
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
場
合

に
最
も
起
こ
り
ゃ
す
い
こ
と
で
す
。
ス
キ
ー
は
転
ぶ
こ

、ソ

な
え
て

に
そ

柿と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
り
、
羽
布
団
の
よ
う
な
粉

雪
の
中
に
埋
も
れ
る
感
触
は
何
と
も
い
い
難
い
わ
け

で
す
が
、
最
近
の
混
雑
し
た
ス
キ
ー
場
で
は
、
一
た

ん
転
ぶ
と
と
も
す
れ
ば
後
続
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
エ
ッ

ジ
で
ケ
ガ
を
き
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
部

分
の
ス
キ

l
場
は
初
心
者
も
競
技
ス
キ
ー
ヤ
ー
も
同

じ
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
べ
く

し
て
起
き
る
事
故
と
も
い
え
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ

で
、
止
ま
る
時
は
安
全
地
帯
を
み
つ
け
、
転
ぶ
か

転
ば
さ
れ
る
か
、
こ
の

二
つ

を
最
少
限
に
す
る
こ
と

が
け
が
予
防
の
第
一
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、

転
ん
だ
ら
締
め
具
が
そ
の
シ
ョ

ッ
ク
で
は
ず
れ
る
よ

う
に
、
う
ま
く
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
(
締
具
)
の
調
節

を
す
る
こ
と
で
す
。

次
に
、
自
分
の
身
体
の
調
子

(
疲
労
度
な
ど

)
や

雪
質
の
変
化
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

あ
る
地
域
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
午
前
十

一
時
と

午
後
三
時
前
後
が
傷
害
発
生
の
ピ

l
ク
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
雪
が
融
け
、
べ
た
雪
に
な
る
時
間

で
あ
り
、
ま
た
再
び
凍
り
始
め
る
時
間
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
滑
り
始
め
て
か
ら

一
・
五

1
二

・
O

時
間
と
い
う
生
理
学
的
に
み
て
筋
性
疲
労
が
か
な
り

高
ま
り
、
反
射
神
経
も
鈍
く
な
っ
て
い
る
時
期
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
然
、
ス
キ
ー
や

靴
の
バ

ッ
ク
ル

を
は
ず
し
て
適
度
な
休
憩
を
入
れ
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
な
わ
け
で
す
が
、
準
備
運
動
の
不

足
も
要
因
の

一
つ

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

は
や
る

気
持
を
今
少
し
押
え
て
、
ぜ
ひ
入
念
な
準
備
運
動
を

実
施
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
「
最
後
の
ひ

と
滑
り
」
と
欲
張
る
時
に
意
外
と
け
が
が
起
こ

っ
て
い

ま
す
。

H

も
う

一
因
。

と
思
う
と
き
が
ス
キ
ー
の
や

め
ど
こ
ろ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
是
非
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
い
く
つ
か

の
留
意
点
を
あ
げ
た
わ
け
で
す
が
、
蛇
足
な
が
ら
、

用
具
や
装
備
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
自
分
に
最
も
適

し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
吟
味
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

(
初
心
者
は
是
非
シ
ョ
ー
ト

ス
キ
ー
を
)
そ
れ
は
、
け
が
の
防
止
と
も
な
り
ま

た
、
技
術

の
進
歩
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
す
。安
全
で
楽
し
い

雪
遊
び
ゃ
ス
キ
ー
が
よ
り
普
及
、

発
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
層
健
康
的
で
明
る
い
生

師
走
を
迎
え
、
厳
し
い

雪
の
季
節
が
お
と
ず
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
冬
や
雪
に

対
す
る
意
識
は
年
々
変

っ
て
き
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
三
十
八
年
豪
雪
以
後
、
比
較
的
平

穏
な
冬
を
す
ご
す
苧
」
と
が
で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
雪
と
い
う
自
然
現
象
に
は
身
を
隠
し
て
耐
え

る
こ
と
以
外
に
方
法
が
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
時
代

は
過
ぎ
去
り
、

雪
は
耐
え
る
も

の
で
は
な
く
、
克
服

す
る
も

の
へ
と
変
り
、
今
や
克
服
か

ら
利
用

へ
と
大

き
く
変
貌
し
て
い
る
の
で
す
。

雪
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
最
近
の
ス
キ
ー
ブ
ー
ム

に
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
盛
ん
に
な
っ

た
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム

の
一
端
と
も
う
か
が
え
る
わ
け

で
す
が
、
冬
は
じ
っ
と
室
内
に
閉
じ
こ
も
る
よ
り
積

極
的
に
戸
外
に
出
て
、
運
動
を
楽
し
む
姿
は
、
大
い

に
歓
迎
す
べ
き
現
象
で
す
。
雪
原
の
中
で
新
鮮
な
空

気
や

日
光
に
浴
す
る
こ
と
は
雪
国
に
住
む
者
の
特
権

と
し
て
、
大
い
に

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

ス
キ
ー
を
楽
し
む
に
は
、
ま
ず
安
全
で
け
が

の
起、」

活
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
そ
れ
が
競

技
力
向
上

へ
の

底
辺
拡
大
に
通
ず
る
も

の
と
信
じ
ま

す
。最

後
に
、
楽
し
い
ス
キ
ー
が
で
き
る
た
め
の
簡
単

な
心
構
え
と
、
参
考
ま
で
に
、

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
是

非
実
行
し
て
ほ
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
二
、
三
紹
介

し
て
お
き
ま
す
。

，
楽
し
い

ス
キ
ー
の
た
め
に
e

-R一寸
し
た
親
切
が
ス
キ
|
場
を
楽
し
く
明
る
く
す

'
h
v
o
 
-Rこ
ろ
ん
で
で
き
た
大
き
な
雪
穴
は
も
と
ど
お
り
に
。

*
混
雑
し
た
ゲ
レ
ン
デ
で
は
下
手
な
人
を
優
先
に
。

-R困
っ
て
い

る
人
や
、
け
が
を
し
た
人
に
は
進
ん
で

手
を
貸
し
ま
し
ょ
う
。

-R滑る
こ
と
ば
か
り
に
熱
中
し
な
い
で
、

美
し
い
自

然
を
よ
く
眺
め
て
み
よ
う
。

，
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
事
故
を
防
ぎ
進
歩
を
早
め
る
e

-Rし
ゃ
が
み
込
み
、
立
ち
上
り
運
動
五

O
回
以
上

*
上
体
お
こ
し
運
動

(仰
臥
・
伏
臥
)
三

O
回
以
上

*
サ
イ
ド
ス
テ

ッ

プ

一

分
間
以
上

*
な
わ
と
び

三
分
間

-R階段
の
ぼ
り

(.一
段

・
三
段
と
び

)

毎
日
、

二
つ

以
上
実
施
し
ま
し
ょ
う
。F

h
U
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4
 



す

る

も

の

で

す
。

県

政

世

論

調

査

は

、
県
が
毎
年
県
政
の
各
-
分
野
に
つ
い
て
の
富
山
県
民
の
関
心
、

今
回
は
、

県

内

の

満

二

O
歳
以
上
の
男
女
一

、

意

見

を

聞

き

ま

し

た

。

ニ
O
O人
に
無
作
為
抽
出
法
で
公
害
、
要

望

な

ど

を

と

ら

え

、

今

後

の

施

策

、

立

案

の

参

考

資

料

と

自

然

保

護

、

県

政

へ

の

要

望

な

ど

一

二

項

目

に

わ

た

る

ー，.
、一
と
し

EII~ 

ら

。

固

μは
」

p
f
v
-

Mm
d
um

M戸川
」

別

居

却

z

m
d
吋
切
]

m

d

g

園
田
川
」
問
団
団

四
哩

m
m

岡
町
四
四
J

あなたは、遊びに行くとか、休養をとるため、ふだ

んの臼に何日かまとめて休むことができますか?

余

暇

ふ
だ
ん
の
日
に
二
日
以
上
ま
と
め
て
休
暇
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
か
の
問
に
、
比
較
的
休
み
を
と
り
や

す
い
と
答
え
た
人
は
五
六

rを
占
め
、

職
業
別
に
み

て
比
較
的
と
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
商
工
サ
ー
ビ
ス

自
由
業
、
管
理
事
務
、
専
門
技
術
職
、
労
務
職
で
も

約
五

o
rあ
る
こ
と
は
働
く
こ
と
の
み
が
美
徳
と
き

緑
化
問
題

「
緑
の
必
要
な
理
由
は
何
か
」
と
の
問
に
対
し
て

「
水
源
の
確
保
、
洪
水
の
防
止
の
た
め
必
要
」
「
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
必
要
L

と
す
る
も
の

が
ほ
ぼ
同
じ
訓
合
を
示
し
て
い
る
が
、
魚
津
地
区
、

砺
波
地
区
で
は
、
「
水
源
の
確
保
、
洪
水
の
防
止
の

た
め
必
要
」
と
す
る
も
の
が
四

o
r以
上
あ
る
。
一

方
「
大
気
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
必
要
と
す
る
L

が、

富
山
、
高
岡
両
地
区
に
多
い
。
と
く
に
、
商
居
街
の

住
民
の
四
五
軒
が
大
気
汚
染
防
止
を
あ
げ
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
緑
を
大
切
に
す
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
よ
い
か
」
と

の
問
に
対
し
て

緑
を
大
切
に
す
る
幼
児
教
育
な
ど
し
つ
け
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

「
緑
は
、
住
ん
で
い
る
周
辺
で
充
分
に
あ
る
か
、

不
充
分
か
」
と
の
問
に
対
し
て
、
住
宅
地
、
高
居
街

の
人
口
周
密
地
域
で
は
、
不
充
分
だ
と
す
る
声
が
高

18.0% 

7.2少6

1.7% 
20.6% 

緑化問題

〔幽答票〕綴林や草花などの繰
を芳三切にす るには 、こ の 中のど

のような行法がよいとお巧えに

なりますか。 (M. A. 
l./J、さいときから、 教
ffの士暴で .• 11::十本忠、:悠を 37.0% 
養う

2 県・市町村で地設を
っく り、小さい とき

34.7% 
から自然を愛する心

を養う
3 県の緑化推進委員会

が主 体 で、緑のモラ

ノレげ司J二を は;カ、る
4.県 ・市町村で講演会、
講習会を聞きモラル

向上をはか る

5 その他
6.ゎヵ、らな、、

自
然
保
護

自
然
が
破
壊
さ
れ
て
き
た
と
感
じ
る
も
の
は
五

o

rと
半
数
を
占
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
河
川
の
汚

れ
」
を
あ
げ
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
な
ぜ
、
自
然
保
護
が
必
要
か
と
の
問
に
対

し
て
、
「
私
達

の
生
活
に
う
る
お
い
を
与
え
る
」
と

す
る
も
の
が
四

O
T
を
占
め
、
各
階
層
を
通
じ
て
高

い
率
を
示
し
て
い
る
。

14.4% 

5.5% な L'~理団 Bnヲm&

れ
た
時
代
は
過
ぎ
去
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
、
う
か
が

わ
れ
る
。

休
み
を
と
っ
た
目
的
は
、
年
代
に
関
係
な
く
観
光

旅
行
が
最
も
多
く
、
つ
ぎ
に

二

O
代
の
ス

キ
ー
、
海

水
浴
な
ど

、三

O
代
以
降
で
は
温
泉
旅
行
が
多
く
な
っ

て
い
る
な
ど
、
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
意
欲
が
高
ま

っ

て
き
て
い
る
。

レ
ジ
ャ
ー
費
用
は
、
大
型
化
の
傾
向
に
あ
る
。

( 

，:: T.¥ 
ムA、

萱Z
I=t 

「
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た
」
と
答
え
た
も
の
が

四
八

rを
占
め
、
前
年
の
三
一
軒
、
前
々
年
の
三
二

許
に
比
べ
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
被
害
の
訴
え
な
り

相
談

の
申
し
出
先
は
市
町
村
が
最
も
多
い
。
ま
た
防

止
対
策
と
し
て
は
、
「
工
場
を
建
て
る
場
合
に
き
び

し
い
条
件
を
つ
け
、
公
害
を
発
生
さ
せ
た
場
合
は
き

び
し
く
処
分
を
す
る
L

が
コ
二
切
れ
と
最
も
高
く
、
つ

い
で
「
法
律
を
強
化
し
て
公
害
の
発
生
を
き
び
し
く

規
制
す
る
」

一
二
訂
と
公
害
に
対
す
る
き
び
し
い
規

制
対
策
を
望
む
こ
え
が
強
い
。

県
民
公
園

県
民
公
園
の
計
画
を
知
ら
な
い
と
す
る
も
の
が
七

九

rと
高
く
、
市
部
で
比
較
的
多
か

っ
た
。

ま
た
、
県
民
公
園
に
つ

く
る
施
設
に
つ
い
て
「
自

然
動
物
園
」
を
望
む
こ
え
が
強
く
、
「
美
術
館
」
「

博
物
館
」
「
こ
ど
も

の
く
に
」
「
体
育
館
」
「
プ
ー

ル
」
「
小
鳥
の
森
」
な
ど
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
0

4

HHH5し
む
べ

ザ目
立
古
川

業
a
i
l
-
-
ぺ

代、
刊誌守
i
;
同

園

川市訪日

品叫

WUH河川
T
1
巾

安&
Y 

民
悶
悶

麟盤機麗欝鱗欝灘鶴自

機盤瀦謡盤機欝鱗欝欝議題

臨盤璽 s時

的他圏0.7%

山際欝灘欝額圏8.7'ld

カ当
IJftたは、持5経由生，舌の目槽としてどん

な仕・..考えていますか?

生
活
意
識

生
活
の
中
で
、
も

っ
と
ほ
し
い
時
間
は
、
年
代
に

関
係
な
く
娯
楽
の
時
間
と
す
る
も
の
が
最
も
多

い。

「
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
」
を
求
め
る
も

の
が
各
年
代
を
通
じ
て
多
く
、

つ
い
で
「
そ
の
日
そ

の
日
を
の
ん
気
に
や
っ
て
行
き
た
い
」
「
自
分
の
趣

味
に
あ
っ
た
生
活
」
を
望
み
、
日
常
生
活
の
高
度
化
、

多
様
化
と
余
暇
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

社
会
福
祉

民
生
委
員
や
老
人
家
庭
奉
仕
員
な
ど
の
奉
仕
活
動

を
知

っ
て

い
る
も
の
は
七

一
軒
と
高
い
率
を
示
し
、

郡
部
よ
り
市
部
が
や
や
高
い
。

こ
の
種
の
奉
仕
活
動

に
関
心
を
持
つ
人
は
四
八
許
と
は
片

半
数
に
あ
た
る

交
通
安
全

υ 

道
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
交
通
事
故
の
不
安
を
七

五
計
の
人
が
感
じ
て
い
る
。
「
歩
道
の
な
い
道
を
歩

い
て
い

る
と
き
」
三
三
官
と
最
も
高
く
、
つ
い
で
「

信
号
機
の
な
い
交
差
点
を
渡
る
と
き
」

一
七
計
な
ど

当
然
な
が
ら
交
通
施
設
の
不
備
な
道
路
を
歩
い
て
い

る
と
き
が
、
不
安
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
「
交
通
違
反
の
取

締
ま
り
を
厳
し
く
す
る
」

三
六
切
れ
と
最
も
多
く
、
男

性
、
女
性
と
も
五

O
代
、
六

O
代
以
上
の
高
齢
層
に

高
い
。
つ
ぎ
に
「
老
人
や
小
供
な
ど

の
歩
行
者
に
対

す
る
指
導
や
教
育
に
力
を
入
れ
る
」

三

o
rと
二
O

代
の
男
性
に
強
い
要
望
が
あ
る
。

壬
恥
川
潤
嗣川柳

亘
香

川

県
政
へ
の
希
望

歩温のらい..u.
いて、 めと10 33 l~"ð 

11・t.Ol'..雪量.
a・A.と‘ '"、
停車ゅの・IT.lfil.t.，・6C~ 50.... 

掲"'，ど の ・， .民~ .、

-，旬t:c.. ・"

県
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る

」
「
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」
「
若
い
世
代
を

育
て
る
」
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
二
二
軒
で
、
と
く

に
女
性
で
知

っ
て
い

る
の
は

二
ハ
行
と
低
い
率
を
示

し
て
い
る
。

「
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
L

政
策
の
う
ち
、

要
望
の
強
い
の
は

一社
会
福
祉
対
策
の
充
実
L

二
二

計
、
「
交
通
網

の
整
備
」
一
五
軒
、
「
保
健
医
療
対

策
の
充
実
L

「
消
費
者
の
保
護
L

が
そ
れ
ぞ
れ

一一

rと
な
っ
て

い
る
。
と
く
に
二

O
代

の
男
性
で
「
交

通
網

の
整
備
L

を
望
む
こ
え
が
高
い
。

つ
ぎ
に
、
「
富
山
県
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
」
政
策

で
は
「
中
小
企
業
対
策
」
二
四
粁
、
「
基
幹
道
路
の

整
備
」
二

o
r、
「
農
林
水
産
業
の
振
興
」
一
八
切
れ

po 

市

t
A

が
、
こ
の
よ
う
な
奉
仕
活
動
は
民
聞
の
人
に
ま
か
せ

る
べ
き
で
な
い
と
し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
な
ど

の
積
極
的
な
施
策
を
望
ん
で
い
る
。

奉仕;航関心をお持ちですか? 1 

その他、わか勺広い

4.9% 

… 
一一-F一一二一.=‘4・

もっと住民に知勺せるべきだ

11.9% 

体
育
施
設

「
近
く
に
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
公
共
施
設
(
学
校

の
施
設
を
含
む

)
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
に
は
、
四

一
許
が

「
あ
る
」
と
答
え
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

学
校
の
体
育
施
設
を
一
般
に
開
放
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
が
六
四
軒。

こ
の
よ
う
な
施
設
を
も
っ

と
ふ
や
し
て
ほ
し
い
と
す
る
人
が

二
九
計
あ
り
、

富

山
地
区
で
三
九

rと
高
く
、
男
性
、
女
性
と
も
二
O

代
の
要
望
が
高
い

(
男
性
四
四
許
、
女
性
三
七
計
)。

で
「
国
道
な
ど
基
幹
道
路
の
整
備
」
を
望
む
こ
え
が

二
O
代
に
高
く
、
と
く
に
男
性
に
そ
の
要
望
が
強
い
。

ま
た
、

「
若
い
世
代
を
育
て
る
L

政
策
で
は
「
青

少
年
の
健
全
育
成
」
四
五
計
で
郡
部
に
比
較
し
て
市

部
で
高
く
、

二

O
代
の
男
性
に
こ
の
声
が
極
め
て
高

置
県
九
十
周
年

来
年
置
県
九

O
周
年
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い

る

の
は
一
二
軒
で
、
男
性
は
高
年
齢
に
な
る
に
つ
れ
て

関
心
が
高
く
な

っ
て
い

る
。
一

O
O周
年
の
記
念
事

業
に
対
し
て
「
関
心
が
あ
る
」
三
二
切
れ
、
「
関
心
が

な
い
」
六
六
軒
、
関
心
が
な
い
理
由
と
し
て
「
計
画

を
知
ら
な
い
」

一
八
軒
、
ま
た
記
念
事
業
は
や

っ
た

方
が
よ
い
か
、
ど
、
つ
か
の
間
に
対
し
「
ゃ

っ
た
方
が

よ
い
」
五
二
行
と
過
半
数
を
こ
え
て
い
る
。

九

O
周
年
記
念
事
業
と
し
て

「一

人

一
本
植
樹
運

動
L

三
三
軒
、
「
芸
術
祭
」

二
回
行
、
「
県
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」
一

一

o
rの
順
と
な
り
、
高
年
齢
に
な
る

に
つ
れ
て
関
心
が
高
く
な

っ
て
い

る
。

一
O
O周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
」

一一一
八
許
と
最
も
高
く
、
「
遊
歩
自
転
車
道
」

一
八
軒
、

「博
物
館

・
美
術
館
」
一
六
軒
、
「
児
童

科
学
館
」

一

o
r、
「
少
年
自
然

の
家
」
入
計
と
な

っ
て
い
る
。

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
要
望
は
、
地
区
別
に
み
る

と
、
富
山
地
区
四

o
r、
高
岡
地
区
三
七
行
、
魚
津

地
区
は
四

一
軒
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
「
遊
歩
自
転

車
道
」
を
望
む
こ
え
が

二

O
代
の
男
性
に
比
較
的
多

ウ

i



hv
立
山
町
に
あ
る
稚
児
塚

専
門
委
員
会
に
カ、

Vより永〈保存するため、小枝の整理をとこまかい注意も

(立山町・稚児塚)

Q
J
 

車
中
で
の
メ
モ
は

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
文
化
財
(
建
造
物

な
ど
の
有
形
文
化
財
、
史
跡
な
ど
の
記
念
物
、

そ
し
て
埋
蔵
文
化
財
)
の
保
存
管
理
状
況
な
ど

を
は
握
し
、
そ
の
保
存
に
万
全
を
期
す
る
こ
と

が
大
き
な
使
命
で
す
。

専
門
調
査
員
は
、
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
、
市
町
村
の
文
化
財
専
門
委
員
や
考

古
学
会
の
会
員
八
名
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
対

一
象
文
化
財
は
一
、
一
七
六
力
所
に
の
ぼ
り
、
白

人
然
科
学
、
人
文
科
学
な
ど
の
分
野
か
ら
文
化
財

の
現
状
、
管
理
や
環
境
保
全
の
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

V保存のためには周囲の状況も死活問題につながる。

惨
厳
重
な
防
備
体
制
が
よ
い
か
、
人
々
に
愛
さ
れ
な
が
ら
守
ら
札
て

て
い
く
の
か
:
:
・
:
:
(
黒
部
市
北
野
の
石
ム
最
州
)

砂
入
善
町
下
山
八
幡
社
の
大
騒



き
、，守

、ーつ
宇奈月温泉は、 立山、 白馬両山

脈に囲 まれた黒部峡 谷の玄関に当

り、四季にぎわってい る。

ここは、大正 10・年ころまでは
桃原と称きれていた 山峡であった

が、電源開発のため、大正12年宇

奈月まで黒部鉄道が敷設され、つ

づいて大正15年軌道が開通したこ
とによ り、 黒部川上流の黒薙温泉

から引湯して開湯された。

泉質は単純泉で腺病、リューマ

チ、皮膚病に効〈 。

場T
修

金制非常
う
宇
品
電

話
ベ
温

岬
h
k市

1‘' 
、‘.I l l 

-
一

O
月

一

七

日

吉

・」
ン
タ
ー
が
完
成

・彼・小
1

地
惜
の
山
村
開
発
モ
テ
ル
下
主
と
し
て
、
利

山
口
付
の

中
村
地
ぱ
い
に
佳
品
し
て
い
た
「
克
可
作
用
セ

ン
タ
ー
が
(
厄
成
し
た

-
一

O
月

ニ

五

日

富

山

・

朝

日

間

内

定

川
本
辺
路
公
川
は
、
北
陪
'
け
動
小
中
心
の
抗

-h
次
在

J
M一
川
、
山
山
削

H
間
(
川
九
J
)
の
路
線
原
案

を
内
定
し
た

-
一

O
月
二
七
日
中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
大
会

じ
1
年
代
乃
厄
川
に
附
す
る
講
演
と
セ
ミ
ナ
ー
の

集
い
が
呉
羽
ハ
イ
ツ
で
ひ
ら
か
れ
た

こ
の
市
し
は
、
川
町
が
こ
と
し
は
じ
め
て
企
州
し
た

中
山
年
齢
者
の
雇
用
促
進
月
間
行
事
の
ひ
と
つ

中
山
年
齢
者
の
雇
用
優
良
事
業
，
州
、
従
業
H
H
乃
表

彰
の
あ
と
「
人
間
開
発
を
正
調
と
し
た
↓
M

佐
川
政
策
」

「
日
分
一
問
題
」
の
講
演
を
聞
い
て
閉
会
し
た

日月 11 1 1 17日10月

2月の第 3土曜日に行なわれる

雪と火のまつり。温泉街に雪像が

たちならび、夜、大原台スキー場

からーキロのコースに立てられた

火の間をタイマツをかざし、 小中

学生が一気に滑降してくる。

-
一

O
月
三

O
日

セ

l
ナ

l
苑

の

村

戸

五

億

円

セ
|
ナ

l
苑
募
金
運
動
推
近
協
議
会
の
発
会
式
は

日
山
市
の
市
村
町
会
館
で
ひ
ら
か
れ
、
-

a

4

年
計
両
で

虻
億
円

の
募
金
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
大
山
野
の
社
会
制
祉
法
人
セ
|

ナ
l
花
を
将
米
、
精
神
薄
弱
若
と
示
度
の
身
体
障
芹

布
を
対
象
と
す
る
.
大
コ
ロ
ニ
ー
に
発
民
さ
せ
て
い

こ
う
と
す
る
も
の

-

一

一

月

二

日

県

政

功

労

者

表

彰

県
は

、
文
化
の

H
を
記
念
1

二
、
作
む
刷
て
功
紛
刀

あ
っ
た
人
た
ち
、
e

ア
ヘ
部
門
川
ト
九
名
刀
知
事
ト
ド
ト
白
川
付

帯
「
し
た

-
一

O
月

二

五

日

農

業

祭

ひ

ら

か

る

山
山
県
の
山
川
作
品
川
口
主
を
制
介
す
る
け
川
川
山
山
内

M
R祭

か
県
民
会
館
で
ひ
ら
か
れ
た

こ
と

l
Z
¥
』
川
口
の
民
主
引
に
、
こ
れ
ま
で
別

に
ひ
ら
か
れ
て
い
た
4
H
7
ラ
ブ
完
結
民
も
併
市
き

れ

関

係

将

ら

約

問

、

り
け

人
が
会
場
へ
つ
灼
か

け
、
と
く
に
特
産
物
叩
先
版
、
民
村
文
化
民
、
氷
床
一

農業祭 ひらかれる10月25日

- 20 -

年中行事

御影 さま渡し

o 6月21日 愛本橋のうえで行
なわれる浄土真宗の行事で、川

の西方の信者が城端善徳寺の開

基(乗如上人)の絵像を川東の

信者に渡す儀式

あけぴ

明 日法福寺の観音会

04月18日 真言宗の法福寺で
千子なわれる。

この日に行なわれる稚児舞は

。いずれも 一般の人が利用できます

地方職員共済組合

宇奈月保養所
黒部荘
T E L 07656-2ー 1149

富山県教職員厚生会

宇奈月保養所
渓仙荘

1246 -2-07656 TEL  

表金

区 分|人員日UTill合以7非組合員
I ̂ I1泊 2食 I1人 l 室内有 I2，000 I 2，600 
黒|凡 11 I 2人以上(1人につき )I 1，800 I 2，240 
部 |BI 11 I 1人に つき I1，525 I 1，940 
荘 |cI 11 I 1人に つき I1，250 1， 58Q 
| 入湯税及び料理飲食等消費税を含む

|l泊 2食 I1人につき 11，450 r 1，750 
渓仙荘 l

| 入湯税 40円 奉仕料 5%

D-7Dry .tイ

料

業
医
、
林
業
展
、
市
庄
民
主
レ
一
件
コ
1

パ
ナ
ト
か
は
け
ら

L
た

-
一
一
月
六
日
北
陸
ト
ン
ネ
ル
で
列
車
火
災

北
陸
本
線
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
の
中

で
、
ド
リ
忽
行

「
き
た
ぐ
に
」
の
食
堂
恥
か
ら
山
火
、
ト
ン
ネ
ル
内

を
充
満
し
た
煙
で
死
者・
3

九
人
、

市
一
向
八
川
人
、
軒

傷
L

ハ
一
九
人
と
い
う
大
惨
事
に
な
っ
た

-
一
一
月
八
日
高
校
入
学
志
望
一
・
二
九
倍

川町
中
学
校
長
会
は
、
来
春
、
県
立
内
校
へ
の
入
学

心
望
者
は
、
全
生
徒
の
九
二
-
・
3
a
f
-

-
-
一
九
怖

で
、
、
っ
ち
抗
日
泊
料
開
九
炉
一
、
職
業
刊
五
a

b

b

と
発
表

し
た

-
一
一
月
一

O
日

乳

幼

児

無

料

化

を

否

決

ハ忙
い
人
ト
山
一
按
品
求
に
も
と
づ
く
臨
時
県
議
会
は
、
県

乳
幼
児
医
療
対
策
条
例
の
制
定
を
反
対
多
数
で
否
決

し
た
ー佐
々
木
厚
生
部
長
は
、
乳
児
の
似
療
行
無
料
に
つ

い
て
は
昭
和
問
卜
八
年
山
か
ら
実
施
す
る
と
H
A
H
-
え
た

中高年齢者雇用促進大会

11月2日 県功労者表彰

10月27日
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